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鵡川水系河川整備計画(原案)の説明会 議事要旨 
 
日 時：平成２０年１０月１４日（火） １８：００～１９：３０ 
場 所：むかわ町産業会館 ２Ｆ 第３会議室 

 

議 事 要 旨 

１．河川整備計画(原案)説明 
事務局より、「鵡川水系河川整備計画(原案)」について説明。 

 
２．質疑応答 
・計画断面の話は大体のみ込めた。防災、災害対応についてだが、飛行機な

どでは、一つのエンジンがダメになっても他のもので補完して大丈夫という、

二重三重の安全を考えているということを本で読んだことがある。また、環

境問題が騒々しく報道されているが、今後１００年後のシミュレーションの

結果、夏場の集中豪雨が多くなるというような話も聞いている。 
 鵡川でも２年前、１時間の集中豪雨により、あっという間に床下まで水が

上がってくるようなところや、公共施設がダメージを受けたところもあった。

従来では想像し得なかったような集中豪雨が来たときに、万が一堤防がやら

れても、遊水地などで代用し、被害をある程度防げるような考え方もあると

思うが、そういう考えは今回の計画の中にはあるのか。それとも、あくまで

現堤防で守るということなのか。 
 
・事務局 
 今回の河川整備計画(原案)では、河川整備計画の目標流量は、堤防整備と河
道の掘削という大きく言うと二つの工事をして安全に流すという計画である。 
 堤防の計画高水位以上の水が流れた場合は、いつ破堤するか分からないた

め、河川整備計画(原案)では、そのような事態に対しては水防訓練などをして
土のうを積み、破堤を防ぐ体制、あるいは監視カメラや巡視による危険箇所

の早期発見、必要な避難ができるようにハザードマップで対応するというこ

ととしている。 
 国土交通省では、今後の地球温暖化に対応した治水対策について、社会資

本整備審議会河川分科会で検討中である。 
 分科会では、川だけではなくて流域全体を使った対策についても議論がさ

れており、全国的な方針がまとまったときには、河川整備計画もそれを踏ま

えて改める場合もあるかも知れない。 
 
・事務局 
 原案の３０ページの下から７行目に、「一方、内水被害が想定される地域で

は、関係機関と連携し内水被害の軽減を図る。さらに、計画規模を上回る洪

水や整備途上段階に施設能力以上の洪水が発生した場合でも、被害をできる

だけ軽減するよう関係機関や地域と連携し」という記述があり、先ほどの説

明のように水防団の体制や「危機管理体制の整備等必要な対策を講じる」と
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いうことは盛り込まれている。ただし、ご質問の遊水地は、原案では設定は

していない。 
 
・事務局 
 他にご質問やご意見のある場合は、募集用紙に記入の上、事務局までお送

り下さい。 
 室蘭開発建設部のホームページでも意見の書き込みができるので、パソコ

ンをお持ちの方はご活用をお願いしたい。 
 
３．今後の予定について 
・事務局 
○ １０月２８日まで原案の縦覧を行い、意見募集をしている。 
○ １１月にはむかわ町内で整備計画に関する公聴会を開催する予定である。 
○ 公聴会では、関係住民の方々からの意見、流域委員会からの意見を参考に、

整備計画（原案）の「原」というのを取り河川整備計画（案）というもの

を策定した後、北海道知事の意見を聞くなどの手続きを経た上で、北海道

開発局長が整備計画を策定するという流れになっている。 
○ 原案の中の用語の意味などに関し、ご質問があれば、室蘭開発建設部治水

課、あるいは苫小牧河川事務所に問い合わせていただければ、回答したい。

ご意見についてはメール、郵送、ファクスで室蘭開発建設部までご提出下

さい。 
河川は、治水、利水、環境の面で、むかわ町、流域にとって大きな役割を

担っており、共有の財産であると考えている。地域の共有財産としての川

づくりについて一緒に協力していくことが重要と考えているので、河川整

備計画(原案)について多くのご意見をいただきたい。本日は遅くまでありが
とうございました。 

 
以上 


